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骨相学者は、彼らは、頭蓋骨の表面の凹凸を調べること

によって脳を理解できると考えた。もし、これが、現在

では荒唐無稽の様に思われるなら、頭蓋骨の外から眺め

ることによって脳を理解しょうとする彼らの望みは、時

代を通して多くの人々を魅惑してきた。現在では、私た

ちは、― 近代的な脳画像化の技術を用いて ― これを行

うことが出来る。近代的なスキャナーは、種々の手段を

用いて、ニューロンや線維経路の構造、脳の血流やエネ

ルギー代謝、および、私たちが異なる事をする時に起こ

る神経活動の変化などの素晴らしい画像を、私たちに与

えてくれる。 

 

近代的技法への散歩道 
構造を機能に関連付けようとする企てにおいて、非常に
多くの事が、心あるいは行動の奇妙な点を死後の脳構造
の計測と関連付けようとした神経学者や神経心理学者に
よって知られるようになった。ブロッカにより脳の言語
領域が同定されたのも、この技法によってである。この
研究法は、多くの成功を収めたが、しかしながら、それ
には限界もある。誰も、脳のある領域の損傷による機能
の喪失が、その領域の正常な機能を表わしていると言う
単純な仮定をすることが出来ない。例えば、欠損は、そ
の領域が切り離されるか、通常は情報を伝え合っている
他の領域との連絡を遮断されることによって起こるだろ
う。また、損傷を受けていない脳の領域が、正常な状況
の下では、損傷された領域によって行われていた機能を
代行することが可能であり；これは可塑性として知られ
ている。最終的に、非常に稀な二・三の病変が、精密な
機能領域を限定できる。そして、生存している時の患者
の研究と彼らの脳の後日の解析との間には長い時間的な
遅れがある。 

構造的脳画像化技法は、およそ30年前に開発が開始され
た。医療物理学者による機能的脳画像化法の最近の開発
は、特別の注意を惹きつける。これらは、文字通り―私
たちに頭蓋骨の中を見ること、そして、私たちが、ヒト
の脳を ― それが考え、学び、夢見ている時に ― 覗き見
ることを可能にする。 

 

どの様に、それは働くのか？ 
ニューロンの電気的な活性を観察する電気生理学的手法は、
活性化されたニューロンにおける膜電位の変化に基づいて
いる。脳スキャン法は、活動的なニューロンによって必要
とされるエネルギー代謝により作動する。 

 

荷電イオンをニューロン内外の間で移動させる電気化学的
勾配（シナップスおよび活動電位の基である）は、その働
きにエネルギーを必要とする。このエネルギー源は、ブド
ウ糖の酸化である。ブドウ糖と酸素は、大脳循環によって
届けられる。神経循環連結の働きによって、活動的な領域
では大脳血流の局所的な増加が起こる。これは、非常に素
早く起こる。近代的な神経画像化装置は、局所的な大脳血
流の変化を計測し、それを神経活動の指標として用いる。 

 

開発された最初の機能的な画像化技法は、陽電子放射断層
撮影法 (PET) と呼ばれた。この手順は、生物学的に興味
の対象となる化合物（例えば、神経伝達物質の受容体に結
合する薬物など）に固着させた放射性トレーサーの被験者
への注入を｣伴う。被験者の頭の周りの検出器の輪が、脳
を横断し、分解して行くに伴って核同位元素から放射され
るガンマ粒子の時期と位置を記録する。PETは局所的な大
脳血流の変化に関する地図の作成に使用し得る。その様な
測定は、知覚、運動、そして認知の脳機能のヒト脳におけ
る局在を導き出す。PETには、幾つかの不利な点があり、
その主なものの一つは、放射活性を持ったトレーサーを注
入しなければならないことである。これは、子供や妊娠の
可能性がある年代の婦人など、多くの人々がPETスキャン
を受けることが出来ないこと、そしてスキャン中に行える
測定の回数が制限されることを意味している。 

 

核磁気共鳴画像化法 (MRI) と呼ばれる異なる技法が開発
されており、それは、非侵襲性であり、そして放射性物質
を必要としない。 これは、いかなる年代の人もスキャン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左:  ビートルズのレコードの販売でE,M,I,によって作られた利益が、最初の脳スキャナーの開発費用の支払いを助けた。これ
らおよび後期の機械は、神経科学者が、新しい方法で脳の内部を覗き見ることを可能にした。 

右:  近代的MRIスキャナー。被験者は、およそ30 分から1 時間くらいのスキャンのため、磁石の輪に入って行くテーブルの上
に横たわる。 
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